
全
国
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
会
（
ｊ
Ｗ
Ｂ
Ａ
・
会
長
�
舟
田
詔
文
氏
）
は
６
月
１９
日
・
２０

日
の
両
日
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島
（
広
島
市
）で
第
１３
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
令
和
５
年
度
活
動
経
過
報
告
・
会
計
報
告
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算

案
を
原
案
通
り
可
決
承
認
し
た
。

総
会
開
催
に
あ
た
り
挨
拶
し

た
舟
田
詔
文
会
長
は
「
当
工
業

会
は
発
足
か
ら
１３
年
目
を
迎
え

た
。
会
員
各
社
の
ご
努
力
が
防

草
ブ
ロ
ッ
ク
の
実
績
成
果
に
つ

な
が
っ
て
お
り
、
改
め
て
皆
さ

ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
全

国
防
草
カ
ッ
タ
ー
工
業
会
と
の

合
併
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、
今

年
の
総
会
は
広
島
で
開
催
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
来
年
６
月
の

合
併
に
向
け
て
、
引
き
続
き
組

織
改
変
を
進
め
て
い
き
た
い
。

総
会
後
の
プ
レ
ゼ
ン
大
会
で

は
、
公
共
事
業
費
予
算
の
縮
小

に
よ
り
道
路
の
新
規
・
新
設
工

事
の
全
国
的
な
縮
小
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関

連
し
た
『
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
灰

を
利
用
し
た
Ｃ
Ｏ
２
固
定
化
骨

材
に
つ
い
て
』
、
ま
た
鉄
筋
の

代
わ
り
に
骨
組
に
竹
を
用
い
た

『
竹
筋
（
ち
く
き
ん
）
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
』
発
表
を
行
う
。
ひ
と
つ
で

も
多
く
有
益
な
情
報
を
持
ち
帰

っ
て
い
た
だ
き
、
社
業
発
展
に

お
役
立
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

議
案
審
議
は
舟
田
会
長
を
議

長
に
選
任
し
て
進
め
ら
れ
、
令

和
５
年
度
活
動
経
過
報
告
・
会

計
報
告
、
令
和
６
年
度
事
業
計

画
案
・
予
算
案
を
原
案
通
り
可

決
承
認
し
た
。

昨
年
度
の
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
の

施
工
実
績
は
８５
・
２
km
（
前
期

比
９
・
９
％
増
）
で
総
敷
設
延

長
は
約
７
６
７
km
と
な
っ
た
。

実
績
が
多
か
っ
た
の
は
、
関
東

４８
・
８
km
（
前
期
比
５３
・
４
％

増
）
、
東
海
１９
・
３
km
（
同
８８

・
９
％
）
、
信
越
・
北
陸
１０
・

１
km
（
同
６
・
３
％
増
）
。
同

工
業
会
の
基
準
に
よ
る
「
防
草

ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
設
し
た
こ
と
に

よ
る
年
間
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減

量
」
は
１
９
７
ト
ン
で
、
累
計

で
は
１
７
８
１
ト
ン
に
な
っ

た
。
同
工
業
会
に
は
新
た
に
石

菱
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
宮
城
県
）

が
加
入
、
会
員
社
は
７１
社
に
な

っ
た
。

販
促
活
動
で
は
、
▽
Ｅ
Ｅ
東

北
２
０
２
３
（
宮
城
県
）
▽
Ｉ

Ｍ
国
民
会
議
東
北
令
和
５
年
度

マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
仙
台

（
宮
城
）
▽
出
張
展
示
会
・
愛

知
県
一
宮
建
設
事
務
所
▽
ぐ
ん

ま
道
路
フ
ェ
ア
２
０
２
３
（
群

馬
）
▽
国
際
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
産

業
メ
ッ
セ
２
０
２
３
（
兵
庫
県
）

▽
第
４
回
宇
都
宮
大
学
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
（
栃
木
県
）

▽
里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
栃
木
県
）
▽
令
和
５
年
度
埼

玉
県
産
品
フ
ェ
ア
（
埼
玉
県
）

▽
第
７
回
土
木
・
測
量
等
関
連

技
術
講
習
会
（
沖
縄
県
）
▽
イ

ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会

議
東
北
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
目
地
部

等
の
防
草
技
術
展
示
（
宮
城
県
）

▽
第
１６
回
川
崎
国
際
環
境
技
術

展
（
神
奈
川
）
▽
建
設
フ
ェ
ア

四
国
２
０
２
３
in
高
松
（
香
川

県
）
▽
関
西
脱
炭
素
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
２
３
（
兵
庫
県
）
▽
建

設
技
術
フ
ェ
ア
２
０
２
３
in
中

部
（
愛
知
県
）
▽
彩
の
国
ビ
ジ

ネ
ス
ア
リ
ー
ナ
２
０
２
４
（
埼

玉
県
）
▽
テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ

ヨ
コ
ハ
マ
２
０
２
４
（
神
奈
川

県
）
に
出
展
し
た
。

今
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
日

本
雑
草
学
会
（
会
長
�
小
荒
井

晃
氏
）
の
第
６３
回
総
会
で
は
、

サ
テ
ラ
イ
ト
企
業
出
展
と
し

て
、
坂
内
セ
メ
ン
ト
工
業
所
、

柳
沢
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
、
小

河
原
セ
メ
ン
ト
工
業
、
富
山
コ

ン
ク
リ
ー
ト
工
業
、
新
生
興
産

が
合
同
で
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
製
品

技
術
を
出
展
。
農
薬
メ
ー
カ
ー

が
多
数
出
展
す
る
中
で
、
同
工

業
会
の
防
草
技
術
に
注
目
が
集

ま
っ
た
。
営
業
技
術
部
会
が
進

め
る
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
実
証
研
究

と
フ
ィ
ー
ル
ド
試
験
で
は
、
Ｉ

Ｍ
国
民
会
議
東
北
と
東
北
地
方

整
備
局
技
術
事
務
所
と
の
連
携

に
よ
る
防
草
技
術
の
実
証
検
証

を
開
始
。
次
年
度
に
東
北
地
整

館
内
に
て
防
草
製
品
に
よ
る
試

行
通
達
を
行
う
。
広
報
部
会
で

は
第
３
回
一
般
公
募
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
と
し
て
「
ゆ
る
～
り
川
柳
」

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
一
般

の
道
路
利
用
者
を
対
象
に
意
識

調
査
を
実
施
し
た
。
同
意
識
調

査
は
過
去
３
年
の
結
果
を
集
計

し
、
１０
月
に
行
っ
た
国
交
省
道

路
管
理
担
当
者
と
の
勉
強
会
お

よ
び
意
見
交
換
に
お
い
て
資
料

提
出
し
た
。

今
期
は
製
品
敷
設
延
長
１
０

０
km
、
「
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷

設
し
た
こ
と
に
よ
る
年
間
Ｃ
Ｏ

２
排
出
削
減
量
」
は
２
３
０
ト

ン
、
会
員
社
数
７４
社
お
よ
び
支

部
増
設
を
目
指
す
。
販
促
活
動

で
は
、
支
部
単
位
で
地
域
展
示

会
へ
の
出
展
を
行
う
ほ
か
、
営

業
用
ノ
ベ
ル
テ
ィ
制
作
や
一
般

公
募
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す

る
。
営
業
開
発
技
術
部
会
で
は
、

引
き
続
き
宇
都
宮
大
学
雑
草
管

理
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
・
西
尾

ラ
ボ
と
の
実
証
研
究
を
進
め

る
。
ま
た
全
国
防
草
カ
ッ
タ
ー

工
業
会
と
の
合
併
で
は
、
統
一

名
称
を
全
国
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
工

業
会
と
し
、
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
製

品
の
普
及
・
推
進
事
業
を
「
防

草
Ｐ
Ca
部
会
」
と
し
て
、
本
部

を
坂
内
セ
メ
ン
ト
工
業
所
北
関

東
営
業
所
（
栃
木
県
那
須
塩
原

市
緑
）
に
設
置
。
施
工
事
業
を

「
施
工
部
会
」と
し
て
、本
部
を

後
藤
商
店
（
広
島
県
庄
原
市
是

松
町
）に
設
置
。来
年
６
月
の
合

併
を
目
標
に
組
織
改
変
を
進
め

る
。総

会
終
了
後
の
第
２
部
で

は
、
会
員
社
の
プ
レ
ゼ
ン
が
行

わ
れ
、
坂
内
セ
メ
ン
ト
工
業
所

が
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
焼
却
灰
に

Ｃ
Ｏ
２
を
固
定
化
さ
せ
た
骨
材

「
Ｃ
ａ
ｒ
ｂ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌ
Ｔ
Ｍ
（
カ

ー
ボ
ネ
ル
）
」
と
、
鉄
筋
の
代

わ
り
に
骨
組
に
竹
を
用
い
た

「
竹
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
復
活
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
。

【
Ｃ
Ｏ
２
固
定
化
骨
材
カ
ー

ボ
ネ
ル
】

Ｏ
�
Ｃ
�
Ｏ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（
英
国
）
、
神
鋼
環
境
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
よ
り
ラ
イ
セ
ン
ス
供

カーボネル粉体

カーボネル骨材

カーボネル入り防草ブロック

昨
年
度
実
績
８５
・
２
km

�
防
草
Ｐ
Ca
部
会
��
施
行
部
会
�に
改
変

ｊＷＢＡ

第第１１３３回回通通常常総総会会をを広広島島でで開開催催
令和６年７月２９日週刊ブロック通信（第三種郵便物認可）

舟田会長

第３２９６号 （４）（月）
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第
４２
回
総
会
を
開
催

ユ
ニ
ホ
�
ル
で
日
本
を
も
�
と
安
全
に

ユニホール工業会
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昨
年
度
６
万
３
５
０
０
�

前
年
比
２
・
４
倍
に
増
加

プレキャスト遊水地

与
を
受
け
た
高
速
炭
酸
化
技
術

に
よ
り
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃

焼
灰
を
Ｃ
Ｏ
２
の
固
定
化
と
重

金
属
の
溶
出
を
抑
制
し
た
骨
材

と
し
て
有
効
活
用
を
図
る
も

の
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

と
燃
焼
灰
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

を
推
進
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
パ
ワ

ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
（
Ｂ
Ｐ
Ｔ

・
本
社
、
三
重
県
松
阪
市
小
片

野
町
、
代
表
�
北
角
強
氏
）
よ

り
カ
ー
ボ
ネ
ル
の
供
給
を
受
け

て
、
坂
内
セ
メ
ン
ト
工
業
所
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
骨
材
と
し
て
利

用
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の

製
造
を
開
始
し
て
い
る
。

【
竹
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
復
活
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

竹
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
物

資
不
足
か
ら
昭
和
の
初
め
頃
ま

で
国
内
で
普
及
し
て
い
た
と
さ

れ
、
戦
後
に
な
っ
て
衰
退
し

た
。
現
存
す
る
構
造
物
に
ア
ー

チ
橋
が
あ
る
。
新
和
設
計
（
本

社
、
山
形
県
米
沢
市
、
社
長
�

湯
澤
洋
一
郎
氏
）
が
、
日
本
大

学
工
学
部
土
木
工
学
科
、
坂
内

セ
メ
ン
ト
工
業
所
な
ど
と
竹
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
議
会
（
事
務

局
長
�
高
橋
明
彦
氏
・
新
和
設

計
）
を
設
立
。
竹
を
活
用
し
た

環
境
に
優
し
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト

と
し
て
、
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
い
る
。

近
年
、
管
理
者
不
足
に
よ
る

放
置
竹
林
の
増
加
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
竹
は
成
長
が
早
く
、

他
の
樹
木
の
成
長
阻
害
や
、
横

方
向
に
伸
び
る
根
の
特
性
か
ら

斜
面
崩
壊
を
起
こ
す
恐
れ
も
あ

る
。
同
協
議
会
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

な
ど
社
会
貢
献
や
環
境
問
題
へ

の
取
り
組
み
か
ら
竹
に
注
目
。

放
置
竹
林
の
維
持
管
理
や
脱
炭

素
に
繋
げ
た
い
考
え
。
こ
れ
ま

で
の
実
証
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
６０
～
７０
％
の
強
度
で
利
用

で
き
る
こ
と
を
確
認
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ

に
適
合
す
る
加
重
デ
ー
タ
も
得

た
。
ま
た
昨
年
１１
月
に
は
南
会

津
町
の
農
地
用
水
に
施
工
を
行

っ
て
い
る
。

翌
日
は
講
演
会
が
行
わ
れ
、

国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局

道
路
部
道
路
課
の
守
山
和
彦
課

長
が「
道
路
の
維
持
管
理
」に
つ

い
て
、
宇
都
宮
大
学
雑
草
管
理

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
西
尾
孝

佳
准
教
授
が
「
道
路
雑
草
に
お

け
る
予
防
的
管
理
の
重
要
性
」

に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

全
国
ユ
ニ
ホ
ー
ル
工
業
会

（
会
長
�
土
屋
明
秀
氏
）
は
６

月
２０
日
、
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ

フ
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
第

４２
回
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
２
０
２
３
年
度
事
業

報
告
・
決
算
報
告
、
２４
年
度
事

業
計
画
案
・
事
業
予
算
案
が
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

総
会
の
開
催
に
あ
た
り
挨
拶

し
た
土
屋
会
長
は
、
「
当
工
業

会
は
４２
回
目
の
総
会
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
会
員
各
社
の

日
頃
の
ご
協
力
に
対
し
て
、
改

め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

元
日
の
能
登
半
島
地
震
で
は

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
被

災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
心
か

ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。
新

聞
報
道
に
よ
る
と
、
関
連
死
を

含
め
て
２
８
８
名
の
方
が
お
亡

く
な
り
に
な
り
、
東
日
本
大
震

災
、
阪
神
淡
路
大
震
災
に
次
ぐ

大
災
害
と
な
っ
た
。
日
常
を
取

り
戻
す
に
は
ま
だ
多
く
の
時
間

が
必
要
で
、
１
日
で
も
早
く
平

穏
な
生
活
が
戻
る
よ
う
、
ご
祈

念
申
し
上
げ
る
。

今
回
の
地
震
で
も
液
状
化
現

象
に
よ
り
、
家
屋
や
マ
ン
ホ
ー

ル
の
浮
き
上
が
り
が
発
生
し

た
。
当
工
業
会
の
製
品
に
浮
力

抑
制
効
果
の
Ａ
Ｆ
底
版
が
あ
る

が
、
公
共
事
業
費
用
の
予
算
縮

小
を
受
け
て
、
防
災
・
減
災
に

備
え
た
営
業
活
動
は
難
し
い
面

も
あ
る
。
し
か
し
道
路
上
で
１

基
で
も
マ
ン
ホ
ー
ル
の
浮
き
あ

が
り
が
発
生
す
れ
ば
、
周
辺
で

火
災
が
発
生
し
た
際
に
消
防
車

の
通
行
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
防
災
・
減
災
の
備
え
の

重
要
性
に
つ
い
て
、
当
工
業
会

が
先
頭
に
立
っ
て
発
信
を
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
会
員
社

が
一
丸
と
な
り
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

今
ま
で
に
敷
設
さ
れ
た
マ
ン

ホ
ー
ル
約
１
５
０
０
万
基
の
う

ち
約
３
割
が
ユ
ニ
ホ
ー
ル
製
品

と
な
っ
て
い
る
。
過
去
５
、
６

年
の
マ
ン
ホ
ー
ル
全
体
の
出
荷

実
績
は
年
平
均
で
８
千
基
ほ
ど

あ
り
、
ユ
ニ
ホ
ー
ル
の
シ
ェ
ア

は
４
割
弱
を
占
め
て
い
る
。
下

水
道
分
野
が
今
後
大
き
く
伸
び

る
こ
と
は
な
い
が
、
一
方
で
大

阪
・
関
西
万
博
や
大
規
模
な
区

画
整
理
事
業
な
ど
で
、
雨
水
対

策
用
に
４
・
５
号
な
ど
大
型
マ

ン
ホ
ー
ル
の
需
要
が
増
加
し
、

こ
こ
数
年
は
拡
大
基
調
に
あ

る
。
こ
れ
ま
で
マ
ン
ホ
ー
ル
は

社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
て
き
た

し
、
今
後
も
支
え
続
け
て
い
く

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
れ

だ
け
に
当
工
業
会
が
果
た
す
社

会
的
責
務
は
非
常
に
大
き
い
。

ユ
ニ
ホ
ー
ル
を
提
供
し
続
け
る

こ
と
で
、
日
本
を
も
っ
と
安
全

な
国
に
す
る
と
い
う
強
い
意
志

と
誇
り
を
持
っ
て
、
社
会
貢
献

を
果
た
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選

で
は
、
土
屋
明
秀
会
長
を
は
じ

め
全
役
員
が
再
任
さ
れ
た
。

昨
年
度
の
活
動
で
は
、
下
水

道
展
２３
札
幌
へ
の
出
展
を
は
じ

め
と
す
る
宣
伝
活
動
を
展
開
。

ま
た
４
・
５
号
マ
ン
ホ
ー
ル
に

設
け
る
新
型
お
ど
り
場
直
壁
の

形
状
変
更
に
つ
い
て
、
検
討
を

進
め
た
。

今
年
度
は
下
水
道
展
２４
札
東

京
に
出
展
し
、
超
深
形
ユ
ニ
ホ

ー
ル
・
Ａ
Ｆ
底
版
お
よ
び
浸
透

マ
ン
ホ
ー
ル
を
主
体
に
雨
水
・

浸
水
対
策
の
ユ
ニ
ホ
ー
ル
技
術

や
豊
富
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
４
・
５
号

マ
ン
ホ
ー
ル
の
新
型
お
ど
り
場

直
壁
の
追
加
の
た
め
、
下
水
道

協
会
の
認
証
取
得
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
通
じ
た
情
報
発
信
、
関

連
団
体
事
業
の
参
画
―
な
ど
を

行
う
計
画
。

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
、
来
賓
と
し
て
日
本
下
水
道

協
会
企
画
検
査
課
の
岡
本
直
久

課
長
が
挨
拶
し
「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
マ
ン
ホ
ー
ル
は
平
成
１７
年
に

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
組
立
マ

ン
ホ
ー
ル
の
規
格
が
Ａ
―
１１
と

し
て
性
能
規
定
化
さ
れ
、
ユ
ニ

ホ
ー
ル
は
Ｂ
タ
イ
プ
の
マ
ン
ホ

ー
ル
と
し
て
１
番
に
登
録
と
な

っ
た
。
マ
ン
ホ
ー
ル
基
数
の
出

荷
は
堅
調
で
あ
り
、
令
和
４
年

度
で
は
全
体
で
６
～
７
千
基

（
約
１６
万
ト
ン
）
の
出
荷
が
あ

り
、
過
去
数
年
で
堅
調
に
推
移

し
て
い
る
印
象
だ
。
ユ
ニ
ホ
ー

ル
は
用
途
な
ど
も
工
夫
さ
れ
、

安
定
し
た
数
を
維
持
し
て
い

る
。
今
後
も
安
定
し
た
品
質
の

製
品
供
給
を
通
じ
、
下
水
道
事

業
へ
貢
献
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
雨
水
地
下
貯

留
施
設
工
協
会
（
会
長
�
伊
藤

伸
泰
氏
）
は
６
月
２８
日
、
明
治

記
念
館
（
東
京
都
港
区
）
で
令

和
６
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。
総
会
で
は
令
和
５
年
度
事

業
報
告
・
同
決
算
報
告
、
令
和

６
年
度
事
業
計
画
案
・
収
支
予

算
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認
さ

れ
た
。

令
和
５
年
度
の
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
遊
水
池
の
実
績
は
１４
件
、
６

万
３
５
４
５
�
（
前
年
比
２
・

４
倍
）
だ
っ
た
。
埼
玉
県
や
京

都
府
で
１
万
�
を
超
え
る
大
型

物
件
の
施
工
が
あ
っ
た
。
累
計

の
施
工
実
績
は
１
０
０
７
件
、

１
６
８
万
９
３
９
６
�
と
な
り

施
工
件
数
は
１
０
０
０
件
を
超

え
た
。
今
年
度
は
貯
留
施
設
の

普
及
と
拡
販
、
設
計
施
工
の
合

理
化
、
技
術
の
向
上
を
基
本
方

針
と
し
て
活
動
を
展
開
す
る
。

総
会
後
の
懇
親
会
で
伊
藤
会

長
は
、
全
て
の
議
案
が
総
会
で

承
認
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
、

「
当
協
会
は
３０
回
の
節
目
を
迎

え
た
。
温
暖
化
に
よ
る
自
然
災

害
の
激
甚
化
で
、
防
災
減
災
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
益
々
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、

雨
水
貯
留
施
設
の
普
及
発
展
を

通
じ
て
、
国
や
自
治
体
の
雨
水

対
策
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
今
年
も
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

遊
水
池
の
積
極
販
売
を
お
願
い

し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

来
賓
で
は
国
土
交
通
省
水
管

理
国
土
保
全
局
河
川
環
境
課
の

豊
口
佳
之
課
長
、
日
本
下
水
道

新
技
術
機
構
の
泉
谷
信
夫
部

長
、
建
設
業
技
術
者
セ
ン
タ
ー

の
谷
口
博
昭
顧
問
が
祝
辞
を
述

べ
た
。

国
交
省
の
豊
口
課
長
は
「
協

会
の
名
前
に
あ
る
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
と
雨
水
貯
留
と
い
う
２
つ
の

言
葉
は
、
と
て
も
現
代
的
な
キ

ー
ワ
ー
ド
だ
。
建
設
業
で
は
工

期
短
縮
や
省
人
化
、
あ
る
い
は

環
境
配
慮
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
の
必
要
性

が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
。
ま

た
気
候
変
動
を
踏
ま
え
て
、
河

川
行
政
で
は
ダ
ム
や
河
川
整
備

だ
け
で
な
く
、
雨
水
貯
留
な
ど

を
含
め
た
流
域
治
水
と
い
う
新

た
な
展
開
を
始
め
て
い
る
。
こ

の
流
域
治
水
や
働
き
方
改
革
な

ど
の
社
会
情
勢
も
踏
ま
え
る

と
、
貴
協
会
が
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

と
雨
水
貯
留
の
二
つ
を
合
わ
せ

た
取
り
組
み
を
３０
年
も
前
か
ら

進
め
て
い
た
の
は
す
ば
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
う
。
官
民
が
総
力

を
挙
げ
て
防
災
減
災
国
土
強
靭

化
を
成
し
遂
げ
て
い
き
た
い
と

思
う
の
で
、
引
き
続
き
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

日
本
下
水
道
新
技
術
機
構
の

泉
谷
信
夫
部
長
は
、
「
貴
協
会

と
は
平
成
６
年
の
発
足
当
時
か

ら
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
遊
水
池
の

普
及
に
向
け
て
共
同
研
究
を
実

施
し
、
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
発

刊
し
た
。
そ
の
後
、
耐
震
性
や

維
持
管
理
性
に
配
慮
し
た
内
容

に
改
訂
し
て
い
る
。
温
暖
化
の

影
響
で
、
今
後
は
雨
の
降
り
方

が
益
々
強
ま
る
と
見
ら
れ
、
雨

水
貯
留
施
設
の
重
要
性
も
高
ま

る
と
思
う
。
中
で
も
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
式
の
貯
留
施
設
は
上
部
が

有
効
利
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、
槽
内
に
入
っ
て
掃
除
が

で
き
る
な
ど
維
持
管
理
性
に
も

優
れ
て
い
る
。
当
機
構
も
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
普
及
を
通
じ
て
、
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
遊
水
池
の
拡
販
に

協
力
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

建
設
業
技
術
者
セ
ン
タ
ー
の

谷
口
博
昭
顧
問
は
「
能
登
半
島

地
震
か
ら
半
年
が
経
過
し
、
改

め
て
イ
ン
フ
ラ
の
計
画
的
・
先

行
的
な
整
備
の
必
要
性
を
痛
感

し
て
い
る
。
温
暖
化
で
雨
の
降

り
方
も
激
し
く
な
っ
て
い
る
。

従
前
の
計
画
を
少
し
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
し
て
、
然
る
べ
き
備
え

を
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
、

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
遊
水
池
の
拡
販

を
期
待
し
て
い
る
」と
述
べ
た
。
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